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②

世
界
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で

８
日
午
後
６
時
５０
分
ご
ろ
、

大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
障
害
が

発
生
し
た
。
日
本
経
済
新
聞

社
や
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
夕

イ
ム
ズ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
ほ

か
、
金
融
庁
や
環
境
省
の
サ

イ
ト
も

一
時
間
覧
で
き
な
く

な

っ
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
素

早
く
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

手
掛
け
る
米
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
ｌ
ｙ

（
フ
ァ
ス
ト
リ
ー
）
に
障
害

が
起
き
た
。　
一
部
の
サ
ー
ビ

ス
は
復
旧
し
て
い
る
。

（
関

連
記
事
を
ビ
ジ
ネ

ス
２

面

に
）英

国
政
府
サ
イ
ト
や
、
米

ア
マ
ゾ
ン

・
ド

ッ
ト

・
コ
ム

や
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
通
販
サ

イ
ト
な
ど
、
世
界
中
で
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
の
閲
覧
な
ど
に

影
響
が
出
た
。
各
社
の
ウ

ェ

ブ
サ
イ
ト
は
短
時
間
で
表
示

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

フ
ァ
ス
ト
リ
ー
の
コ
ン
テ
ン

ツ

・
デ
リ
バ
リ
ー

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

（
Ｃ
Ｄ
Ｎ
、

コ
ン
テ

ン
ツ
配
信
網
）
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
。

フ
ァ
ス
ト
リ
ー
側
で
何
ら

か
の
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生

し
、
各
社
の
サ
イ
ト
に
接
続

で
き
な
く
な

っ
た
と
み
ら
れ

る
。
フ
ァ
ス
ト
リ
ー
は
日
本

時
間
の
午
後
８
時
ご
ろ
、
同

社
公
式
サ
イ
ト
で

「
問
題
が

特
定
さ
れ
、
修
正
が
適
用
さ

れ
た
」
と
復
旧
を
済
ま
せ
た

と
発
表
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
で
も
日

経
電
子
版
や
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
、
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ

Ｉ

　

Ｆ
ｌ

ｌ

ｎ

ａ

ｎ

ｃ

・ｌ

ａ

ｌ

が

一
時
停
止
し
た
。

Kわ′

世界のサイ ト

一時間覧不能

日
米
メ
デ
ィ
ァ
ゃ
通
販

Д縫 ″ 9

CDNの仕組み

×を「薦胚炉笏)、
III鱗i11:|

仁巫巫鮨

″7′

特
定
サ
ー
ビ
ス
依
存

リ
ス
ク

大
規
模
障
害
効
率
配
信

裏
目
に

８
日
に
発
生
し
た
世
界
規

模
で
の
シ
ス
テ
ム
障
害
は
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
し
た
特
定
の

サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
依
存
の
リ
ス

ク
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
今

回
原
因
と
な

っ
た
米
Ｆ
ａ
ｓ

ｔ
ｌ
ｙ

（
フ
ァ
ス
ト
リ
ー
）

を
は
じ
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化

に
よ

っ
て
ウ

ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

を
素
早
く
や
り
と
り
す
る
新

し
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
が
生
ま
れ
て
い
る
。
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
な

っ
て
い
る
サ

―
ビ
ス
維
持
に
は
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
と
リ
ス
ク
分
散
の
仕
組

み
は
必
須
と
な
る
。

（
３
面
参
照
）

コ
ン
テ
ン
ツ

・
デ
リ
バ
リ

ー

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｃ
Ｄ

Ｎ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
網
）

サ
ー
ビ
ス
は
、
原
本
と
な
る

サ
イ
ト
の
内
容
を
複
数
の
サ

ー
バ
ー
に
コ
ピ
ー
し
て
配
信

し
、
ア
ク
セ
ス
を
分
散
さ
せ

る
。
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ
る

通
信
速
度
の
遅
延
を
避
け
ら

れ
、
動
画
な
ど
の
大
量
の
デ

ー
タ
で
も
通
信
量
を
抑
え
な

が
ら
素
早
く
送
れ
る
た
め
、

利
用
企
業
を
急
速
に
増
や
し

て
い
る
。

フ
ァ
ス
ト
リ
ー
は
２
０
１

１
年
創
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
。
世
界
各
地
に
高
速

サ
ー
バ
ー
を
配
置
し
て
欧
米

を
中
心
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
成
。
日
本
で
は
東
京
と
大

阪
に
拠
点
が
あ
る
。

Ｃ
Ｄ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
は
フ
ァ

ス
ト
リ
ー
の
ほ
か
、
米
ア
カ

マ
イ

ｏ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
や

米
ク
ラ
ウ
ド
フ
レ
ア
が
手
が

け
て
い
る
。
ま
た
米
ア
マ
ゾ

ン

・
ド

ッ
ト

・
コ
ム
な
ど
の

ク
ラ
ウ
ド
大
手
も
、
ク
ラ
ウ

ド
の
顧
客
向
け
に
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

フ
ァ
ス
ト
リ
ー

の
障
害

は
、
国
内
で
も
多
く
の
企
業

に
影
響
が
広
が

っ
た
。

メ
ル

カ
リ
は
フ
リ
マ
ア
プ
リ

「
メ

ル
カ
リ
」
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

お
よ
び
ア
プ
リ
に
つ
な
が
り

に
く
く
な

っ
た
こ
と
を
確
認

し
、
午
後
７
時
１３
分
に
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
告
知
し
た
。

月後 ご/′

世界各地のCDNのサー′ヽ一を経由して
配僣するため、通信がスムーズ
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19年 1月 20年 1月 21年 1月

し
正櫛雛

経
上

取
る
可
能
性
が
あ

っ
た
。

ラ
ガ
ル
ド
総
裁
は
１０
日
の

記
者
会
見
で
、
経
済
の
先
行

き
に
つ
い
て

「
３
カ
月
前
よ

り
も
楽
観
的
だ
」
と
語

っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
普
及
で
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
下

火
と
な
り
、
先
行
き
の
明
る

さ
が
増
し
て
い
る
。
同
日
公

表
し
た
新
た
な
経
済

・
物
価

見
通
し
で
は
域
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
２‐
年
に
４

ｏ

６
％
、

２２
年
に
４

ｏ
７
％
上

昇
す
る
と
し
、
３
月
時
点
の

見
通
し
を
上
方
修
正
し
た
。

た
だ
、
物
価
に
は
引
き
続

き
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。

ユ
ー
ロ
圏
の
消
費
者
物
価
上

昇
率
は
５
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
目

指
す
２
％
に
到
達
し
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
上
昇
な
ど

に
よ
る

一
時
的
な
要
因
が
大

き
い
と
み
て
い
る
。
物
価
上

昇
率
の
見
通
し
は
２‐
年
が
１

●
９
％
、

２２
年
が
ｌ

ｏ
５
％
、

２３
年
が
ｌ

ｏ
４
％
に
と
ど
ま

る
と
し
た
。

欧
州
で
は
景
気
回
復
期
待

な
ど
で
春
以
降
、

ユ
ー
ロ
高

と
金
利
上
昇
が
加
速
す
る
場

面
が
あ

っ
た
。

ユ
ー
ロ
高
を

避
け
る
た
め
、
米
国
が
緩
和
　
ん

あ
勢

す
（行

劃
び
刷
¨
け
に
藁

稚

き
に
く
い
と
い
う
事
情
も
あ

る
。
ラ
ガ
ル
ド
総
裁
は
緩
和

の
出
口
に
つ
い
て
の
議
論
は

「
早
す
ぎ
る
」
と
語

っ
た
。

米
連
邦
準
備
理
事
会

（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
は
‐５
～
‐６
日
に
米
連

邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
を
開
く
。
４
月
の
前

回
会
合
と
同
じ
く
会
合
参
加

一

者
が
テ
ー
パ
リ
ン
グ
開
始
の

一

議
論
に
言
及
す
る
可
能
性
は

高
い
が
、
計
画
を
具
体
的
に

話
し
合
い
、
市
場
と
の
対
話

を
深
め
る
の
は
今
夏
以
降
と

な
り
そ
う
だ
。

欧
州
中
銀
、緩
和
を
維
持

債
券
購
入
ペ
ー
ス
変
え
ず

【
ベ
ル
リ
ン
＝
石
川
潤
】

物
価
上
昇
圧
力
が
強
ま
る
な

か
、
異
例
の
金
融
緩
和
を
続

け
る
欧
米
の
中
央
銀
行
が
難

し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
欧
州
中
央
銀
行

（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
は
１０
日
の
理
事
会
で
、

現
状
の
ペ
ー
ス
で
債
券
購
入

を
続
け
る
こ
と
を
決
め
た
。

景
気

回
復
を
支
え
る
た
め

「
良
好
な
金
融
環
境
の
維
持

が
不
可
欠
」

（ラ
ガ
ル
ド
総

裁
）
と
の
判
断
だ
が
、
緩
和

が
行
き
過
ぎ
れ
ば
思
わ
ぬ
イ

ン
フ
レ
や
資
産
バ
ブ
ル
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は

コ
ロ
ナ
危
機
に

対
応
す
る
た
め
、
総
額
１
兆

８
５
０
０
億

口子

（約
２
４
０

兆
円
）
の
緊
急
買
い
取
り
制

度
を
導
入
済
み
。
国
債
な
ど

を
市
場
か
ら
大
量
に
買
い
入

れ
て
金
利
の
急
激
な
上
昇
を

抑
え
、
良
好
な
金
融
環
境
を

維
持
す
る
の
が
狙
い
。
買
い

取
り
総
額
や

「
少
な
く
と
も

２
０
２
２
年
３
月
ま
で
」
と

す
る
期
限
を
維
持
し
た
。
政

策
金
利
も
据
え
置
い
た
。

焦
点
だ

っ
た
今
後
３
カ
月

の
資
産
購
入
も

「
（年
初
よ

り
）
か
な
り
速
い
ペ
ー
ス
」

で
続
け
る
と
の
表
現
を
変
え

な
か

っ
た
。
景
気
や
物
価
が

上
向
く
な
か
、
買
い
入
れ
ペ

ー
ス
を
維
持
す
る
か
が
焦
点

と
な

っ
て
お
り
、
仮
に
落
と

せ
ば
、
緩
和
政
策
の
出
口
に

向
け
た

一
歩
と
市
場
が
受
け

%ユーロロの消費者物価上昇率
(前年比、E∪ 統計局)

′

ノ
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マ 鈎

Ｆ
Ｒ
Ｂ

景
気
回
復
で

米
国
の
中
央
銀
行
に
あ
た
る

連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
は
‐６
日
に
公
表
し
た
経
済

。
金
利
見
通
し
で
、
２
０
２
３

年
末
ま
で
に
２
回
の
利
上
げ
を

す
る
シ
ナ
リ
オ
を
示
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の

景
気
回
復
と
物
価
上
昇
が
進
む

中
、
従
来
は
２４
年
以
降
と
し
て

い
た
ゼ
ロ
金
利
の
解
除
時
期
が

前
倒
し
と
な
る
。

米
国
債
な
ど
を
買
い
入
れ
る

量
的
緩
和
の
縮
小
に
つ
い
て
も

今
後
議
論
に
入
り
、
金
融
緩
和

の
出
回
戦
略
に

一
歩
踏
み
出
し

た
。金

融
政
策
を
決
め
る
１６
日
の

連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
で
は
、
ゼ
ロ
金
利
政
策

と
量
的
緩
和
を
柱
と
す
る
現
状

の
政
策
を
維
持
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

米
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

早
期
に
進
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て

経
済
の
回
復
ペ
ー
ス
が
強
ま
っ

て
お
り
、
パ
ウ
エ
ル
議
長
は
会

合
後
の
記
者
会
見
で

「米
国
の

経
済
は
明
ら
か
に
改
善
し
て
い

る
」
と
説
明
。

２‐
年
の
経
済
成

長
率
を
１
９
８
４
年

（７
ｏ
２

％
）
以
来
の
高
成
長
と
な
る
７

・
０
晰
と
予
測
し
、
３
月
の
前

回
見
通
し

（６

ｏ
５
％
）
か
ら

Ｏ

ｏ
５
習
引
き
上
げ
た
。

２‐
年
の
物
価
上
昇

（イ
ン
フ

レ
）
率
見
通
し
は
年
３

ｏ
４
％

（前
回
２

ｏ
４
％
）
に
大
幅
に

引
き
上
げ
た
。
足
元
で
強
ま

っ

て
い
る
イ
ン
フ
レ
懸
念
に
つ
い

て
、
パ
ウ
エ
ル
氏
は

「
一
時
的

な
要
因
」
と
の
従
来
の
見
解
を

維
持
し
、

２２
年
は
２

・
１
物
、

２３
年
は
２

・
２
％
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が

目
標
と
す
る

「平
均
２
％
」
の

水
準
に
収
東
す
る
と
見
込
ん

だ
。
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⑦

中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の

ブ
ケ

レ
大
統
領

は

こ
の
ほ

ど
、
代
表
的
な
暗
号
資
産
（仮

想
通
貨
）
の
ビ

ッ
ト

コ
イ
ン

を
政
府
が
法
的
に
認
め
る
法

定
通
貨
に
す
る
考
え
を
示
し

た
。
実
現
す
れ
ば
世
界
初
と

み
ら
れ
る
。
た
だ
、
仮
想
通

貨
は
利
便
性
が
高
い
半
面
、

価
格
が
不
安
定
な
ほ
か
、
政

府
や
中
央
銀
行
に
よ
る
管
理

が
届
か
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

同
国
企
業
と
の
取
引
な
ど
に

影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
り

そ
う
だ
。

法
定
通
貨
と
は
金
銭
債
務

の
弁
済
手
段
と
し
て
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
法
的
効

力
を
持
た
せ
た
通
貨
の
こ
と

で
、　
一
般
に
納
税
に
使
え
る

通
貨
を
指
す
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
人
口

は
６
４
０
万
人
で
、
２
０
０

１
年
に
法
定
通
貨
と
し
て
米

ド
ル
を
採
用
し
て
い
る
。
ブ

一ケ
レ
氏
は
ド
ル
と
ビ
ッ
ト

コ

一イ
ン
両
方
を
法
定
通
貨
と
す

一る
考
え
と
み
ら
れ
る
。
国
民

の
約
７
割
は
銀
行
口
座
を
持

っ
て
い
な
い
。
同
国
は
国
内

総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
割

を
海
外
の
出
稼
ぎ
労
働
者
か

ら
の
送
金
が
占
め
る
送
金
依

存
の
国
家
で
あ
り
、

不ヽ
ッ
ト

環
境
さ
え
あ
れ
ば
送
金
で
き

る
利
便
性
か
ら
今
回
の
検
討

に
至

っ
た
よ
う
だ
。

リ
ス
ク
は
大
き
い
。
ビ

ッ

ト
コ
イ
ン
は
価
格
変
動
の
幅

が
大
き
い
ほ
か
、
政
府
や
中

銀
が
管
理
で
き
な
い
非
中
央

集
権
が
特
徴
の
通
貨
だ
。　
一

般
的
に
政
府
や
中
銀
に
よ
る

通
貨
発
行
や
金
利
調
整
な
ど

を
通
じ
た
金
融
政
策
が
取
り

に
く
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

あ
る
金
融
庁
幹
部
は

「
自

国
で
発
行
し
て
い
な
い
通
貨

を
法
定
通
貨

に
で
き
る

の

か
。
値
動
き
が
激
し
い
ビ

ッ

ト

コ
イ
ン
が
通
貨
の
役
割
を

果
た
せ
る
と
は
思
え
な
い
」

と
疑
間
を
呈
す
。

京
大
大
学
院
の
岩
下
直
行

教
授
も
「
中
南
米
の
国
で
は
、

通
貨
政
策

の
失
敗

で
も

と

も

と
自
国
通

貨

の
信
認
が

低
い
。

（今
回
も
）
実
際
の

通
貨

と
し
て
は
使

え
な

い

の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す

る
。日

本
の
資
金
決
済
法
は
仮

想
通
貨
の
定
義
と
し
て

「
本

邦
通
貨
及
び
外
国
通
貨
並
び

に
通
貨
建
て
資
産
を
除
く
」

と
明
記
す
る
。
も
し

エ
ル

サ
ル

バ
ド
ル
が
ビ

ッ
ト

コ

イ
ン
を
法
定
通
貨
と
し
て
認

め
た
場
合
は
こ
の
定
義
に
抵

触
し
、
法
改
正
や
政
令
、
解

釈
の
変
更
を
合
め
た
対
応
が

必
要

と
な
る
可
能
性

が
あ

る
。
　
　
　

　
　
　

　
　

′

同
国
企
業
と
取
引
す
る
国

内
の
企
業
や
金
融
機
関
も
、

ビ

ッ
ト

コ
イ
ン
で
の
送
金
と

い
っ
た
対
応
を
迫
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
メ
ガ

バ
ン
ク
の
関
係
者
は

「
価
格

変
動
が
大
き
い
ビ

ッ
ト

コ
イ

ン
を
決
済
手
段
に
使
う
の
は

現
実
味
が
な
い
。
米
ド
ル
と

併
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企

業
も
基
本
的
に
は
今
ま
で
通

リ
ド
ル
で
の
対
応
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
す

る
。財

務
省
の
関
係
者
は

「
現

時
点
で
規
制
強
化
と
い

っ
た

特
別
な
対
応
は
必
要
な
い
と

思
う
が
、
同
国
と
の
取
引
が

多
い
米
国
な
ど
の
動
向
を
見

極
め
て
い
き
た
い
」
と
す
る
。

仮
想
通
貨
業
界
か
ら
は
不

安
の
声
が
出
て
い
る
。
日
本

暗
号
資
産
ビ
ジ
ネ
ス
協
会
の

広
末
紀
之
会
長

（
ビ
ッ
ト
バ

ン
ク
社
長
）
は

「
ビ

ッ
ト

コ

イ
ン
の
存
在
感
の
膨
張
か
ら

考
え
れ
ば
い
ず
れ
起
き
る
か

も
、
と
の
期
待
は
あ

っ
た
が
、

犯
罪
発
生
率
の
高
い
国
で
資

金
洗
浄
な
ど
に
使
わ
れ
る
と

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
か
ね

な
い
」
と
指
摘
す
る
。

国
の
信
用
の
な
い
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
を
法
定
通
貨
と
す
る

動
き
は
広

ま

っ
て
い
な

い

が
、
新
興
国
で
は
自
国
通
貨

の
価
値
を
高
め
よ
う
と
、
法

定
通
貨
を
裏
付
け
と
し
た
デ

ジ
タ
ル
通
貨
の
開
発
競
争
が

進
む
。
東
カ
リ
ブ
中
央
銀
行

が
８
つ
の
国

・
地
域
に
ま
た

が
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
検
討

し
て
い
る
ほ
か
、
レ
バ
ノ
ン

や
ト
ル
コ
も
検
討
中
だ
。

（小
野
沢
健

一
、
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
エ
デ
ィ
タ
ー
　
関
口
慶

太
）

鏑価
格
制
御
な
く
不
安
定

金
融
政
策
取
り
に
く
く

エルサルバ ドルのプケ レ大統領 は、代表

的な仮想通貨であ る ビ ッ トコイ ンを法定

通貨 に した い考えを示 した一 ロイ ター

エルサルバドル検討に懸念

日経
`/9

「法定通貨にビットコイン」波紋



《

一　
経
済
の
苦
境
に
あ
え
ぐ
国

が
暗
号
資
産

（仮
想
通
貨
）

ビ
ツ
ト

コ
イ
ン
の
採
掘
事
業

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
中
米

の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
が
国
家

と
し
て
の
事
業
参
入
を
表
明

し
た
ほ
か
、

イ
ラ
ン
や
ロ
シ

ア
な
ど
も
採
掘
シ
ェ
ア
が
上

昇
し
て
い
る
。
ビ
ッ
ト

コ
イ

ン
が
外
貨
獲
得
の
手
段
に
な

っ
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上

が
る
。「

私
は
今
、

（国
営
の
地

熱
発
電
会
社
）
ラ
ゲ
オ
の
社

長
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
ゼ

ロ
の
火
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
た

（ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
の
）

採
掘
施
設
の
計
画
を
立
て
る

よ
う
指
示
し
た
」
。
ェ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
の
ブ
ケ
レ
大
統
領

は
９
日
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
明

ら
か
に
し
た
。
ビ

ッ
ト
コ
イ

ン
を
法
定
通
貨
と
す
る
法
律

が
成
立
し
た
翌
日
だ
。

ビ
ツ
ト

コ
イ
ン
は
取
引
の

承
認
に
複
雑
な
計
算
作
業
が

必
要
で
、
こ
の
作
業
を
採
掘

（
マ
イ
エ
ン
グ
）
と
呼
ぶ
。

採
掘
に
協
力
す
る
と
成
功
報

酬
と
し
て
ビ

ッ
ト
コ
ィ
ン
を

受
け
取
れ
る
。
採
掘
に
は
安

価
な
電
力
と
高
性
能
半
導
体

を
搭
載
し
た
専
用
装
置
が
必

要
で
、
か
っ
て
は
世
界
シ
ェ

ア
の
８
割
を
中
国
が
握

っ
て

い
た
が
分
散
し
て
き
た
。

英
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
の

採
掘
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
２

０
２
０
年
４
月
時
点
で
首
位

の
中
国
は
６５
％
と
そ
の
半
年

前

に
比

べ
約

１０
０
低

下
し

た
。
こ
れ
に
続
く
の
が
米
国

（
７

ｏ
２
％
）
。
ラ
イ
オ

ッ

ト

・
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
な

ど
採
掘
企
業
が
上
場
し
て
お

り
、
民
間
が
主
導
す
る
。

ビ

ツ
ト
コ
イ
ン
を
法
定
通

貨
に
す
る
と
発
表
し
た
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
ブ
ケ
レ

大
統
領
＝

ロ
イ
タ
ー

次
い
で
ロ
シ
ア

（６

・
９

％
）
や
イ
ラ
ン

（３

●
８
％
）

な
ど
が
続
き
、
い
ず
れ
も
半

年
前
に
比
べ
て
シ

ェ
ア
を
伸

ば
し
た
。

ロ
シ
ア
は
安
価
な

電
力
に
加
え
、
寒
冷
な
気
候

が
採
掘
に
適
し
て
い
る
。
旧

ソ
連
時
代
の
大
規
模
工
場
や

建
物
を
ま
る

ご
と
買

い
取

り
、
専
用
装
置
を
並
べ
る
採

掘
業
者
が
増
え
て
い
る
。

米
国
の
経
済
制
裁
で
低
成

長
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

イ
ラ
ン
政
府
も
採
掘
を
産
業

と
し
て
認
め
て
き
た
。
同
国

に
は
化
石
燃
料
が
多
く
、
安

価
で
豊
富
な
電
力
供
給
が
可

能
だ
。
中
国
か
ら
イ
ラ
ン
に

拠
点
を
移
す
採
掘
業
者
が
増

え
、
国
内
で
も
採
掘
業
者
が

多
く
生
ま
れ
た
。

狙
い
は
外
貨
獲
得
だ
。
国

内
で
の
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
報
酬

は
年
１
０
０
０
億
円
を
超
え

る
と
み
ら
れ
、
そ
の

一
部
が

輸
入
が
認
め
ら
れ
た
製
品
の

購
入
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

世
界
各
国
の
電
力
費
用
を

調
査
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル

ｏ
ペ

ト
ロ

・
プ
ラ
イ
ス

・
ド

ッ
ト

コ
ム
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

１

ロ
キ
弓
時
あ
た
り
の
電
力
料

金
は
イ
ラ
ン
は
０

・
０
０
５

，レ
ド
、
ロ
シ
ア
が
Ｏ

ｏ
０
６
３

，レ
ド
と
中
国

（
Ｏ
ｏ
０
８
５

，レ
ド
）

を
下
回
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

は
法
定
通
貨
ペ
ソ
の
価
値
毀

損
を
懸
念
し
て
外
貨
規
制
を

強
め
る

一
方
、
電
気
代
に
助

成
金
を
つ
け
て
採
掘
施
設
を

誘
致
し
て
外
貨
獲
得
の
手
段

に
し
て
い
る
。

も
生
む
。

イ
ラ
ン
は
５
月
、

夏
季
の
電
力
需
要
ピ
ー
ク
期

を
控
え
仮
想
通
貨
の
採
掘
を

９
月
２２
日
ま
で
禁
止
す
る
と

は
０
暉
貯
鐸
議

へ 間
中
裁
割
湾

一

無
視
で
き
な
ぐ
な
っ
た
。　

　
一

御薇
瞑

点
で
極
め
て
異
例
だ
。
国
際

通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
ラ

イ
ス
報
道
官
は
１０
日
の
記
者

会
見
で

「
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
が
）
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
を
法

定
通
貨
に
し
た
こ
と
は
、
マ

ク

ロ
経
済
、
金
融
、
法
律
上

多
く

の
問
題
を
引
き
起

こ

す
」
と
け
ん
制
し
た
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
か
ら
の
借
り
入
れ
条
件
が

厳
し
く
な
る
懸
念
も
出
始
め

一
て
い
る
。

，
　

　

　

　

　

７

（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
エ
デ
ィ
タ

ー
　
関
口
慶
太
）

ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
採
掘

降
外
貨
狩
得
狙
う

エルサルバドルやイラン、ロシア

~~米
国  ロシア カザフスタン イラン

(出 所)英ケンブリッジ大

IMF、法定通貨化けん制

採
掘
奨
励
は
思
わ
ぬ
余
波

%中国のシエアがイランなどに分散

日経
`た

一
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Ｌ
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ｌ

ｌ
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